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Recreating a conversation space with augmented body motions
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～映像と機械運動の同時提示に基づく複数人会話の表現～
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遠隔コミュニケーション環境の
改良・革新を目指し、人と人と
のコミュニケーションの仕組み
を探っています。特に複数人の
対面会話において、やり取りさ
れる非言語情報に着目し、その
役割や機序の解明、及び、それ
らを工学的に再現するための原
理・方式の研究を進めています。

映像と機械運動の同時提示によ
る会話表現のデモ展示を行いま
す。従来法（2年前に展示）の
頭部回転（頷き・首振り）に加
えて、今回は、前後左右の運動
を導入しました。この運動自由
度の増強により、人物の姿勢や
存在感をより明瞭に表現するこ
とができるようになりました。

将来的には、遠隔にいる人があ
たかもその場にいるかのような
存在感を感じながら会話ができ
る遠隔会議の実現が期待されま
す。また、コミュニケーション
科学分野において、非言語情報
の役割とその伝達・知覚の仕組
みを探るための研究ツールとし
ても活用が期待されます。

MM+Spaceシステム

1)会話シーンの撮影

従来法（2自由度の回転のみ）と比較して，姿勢と存在感の表現力が向上提案法

の効果
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3)スクリーンパネルの姿勢/位置の制御

カメラ､マイク､センサ等
を用いた会話の撮影・収録
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流れ

より豊かな感情表現力，会話への没入感，行動伝染などの可能性

2)頭部の姿勢/位置の計測

平面座標上の
頭部中心の軌跡


